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▼
　
'20
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
式

典
に
参
加
し
た
い
と
念
じ
て
い
る
。

日
々
健
康
に
注
意
し
て
邁
進
し
て

い
る
現
況
、
ボ
ケ
防
止
の
た
め
'57

年
秋
、
フ
ロ
リ
ダ
州
パ
ナ
マ
市
米

空
軍
基
地
、
チ
ン
ド
ン
Ａ
Ｆ
Ｂ
留

学
、
カ
リ
ブ
海
諸
国
の
歴
史
、
米

南
部
の
奴
隷
制etc.

勉
強
し
て
き

た
。（
経
２
　
遠
藤
　
武
　
三
谷
ゼ

ミ
　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
ヶ
谷
）

▼
　
お
知
ら
せ
あ
り
が
と
う
御
座

居
ま
す
。
元
気
に
過
ご
し
て
お
り

ま
す
が
同
世
代
の
方
が
少
く
な
り

寂
し
く
な
り
ま
し
た
。
ご
盛
会
を

お
祈
り
致
し
ま
す
。（
経
３
　
小
野

（
旧
高
梨
）
瑞
枝
　
富
田
ゼ
ミ
　
横

浜
市
南
区
永
田
北
）

▼
　
前
回
報
告
し
た
会
社
（
株
）
ケ

イ
テ
ィ
エ
ス
を
６
月
に
退
き
、
現

在
会
長
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
83

歳
を
越
え
ま
し
た
が
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
経
４
　
西
　
欽
也
　
大
門
ゼ
ミ
　

千
葉
県
鴨
川
市
来
秀
）

▼
　
あ
と
４
ヶ
月
で
満
84
歳
に
な

り
ま
す
。
身
体
の
方
は
年
令
相
応

に
故
障
を
抱
え
、
段
差
及
び
階
段

に
は
苦
労
し
て
い
ま
す
。
東
京
五

輪
ま
で
は
何
と
し
て
も
頑
張
り
た

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
経
４
　
薄
　
襄
治
　
菅
井
ゼ
ミ
　

千
葉
市
美
浜
区
幸
町
）

▼
　
今
年
も
生
か
さ
れ
て
い
る
事

に
感
謝
し
つ
つ
、
陸
上
競
技
の
審

判
員
を
年
間
15
日
以
上
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
な
が
ら
、
自
分

の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
は
、
ス
ポ
ー

ツ
吹
き
矢
で
元
気
に
過
ご
し
て
お

り
ま
す
。
青
雲
寮
の
Ｏ
Ｂ
会
が
発

足
し
て
い
ま
す
。（
経
４
　
久
保
　

雅
之
　
細
野
ゼ
ミ
　
鎌
倉
市
腰
越
）

▼
　
満
88
歳
、
高
知
に
在
住
９
年

目
、
夫
婦
揃
っ
て
元
気
に
過
ご
し

て
お
り
ま
す
。
盛
会
を
祈
り
ま
す
。

（
経
4
　
前
田
　
豊
実
　
キ
リ
研
　

高
知
市
中
ノ
島
）

▼
　
定
年
後
20
年
近
く
に
な
り
ま

す
。
そ
の
後
、
地
区
の
シ
ニ
ア
の

活
動
の
お
手
伝
を
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
現
在
は
持
病
の
治
療
に

専
念
し
て
お
り
ま
す
。（
経
６
　
望

月
　
敬
三
　
藤
沢
市
鵠
沼
橘
）

▼
　
現
在
病
気
療
養
中
の
為
、
欠

席
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。（
経
６
　
小

集う会・懇親会 Guide

2015年度経済学部同窓会

出欠確認
のお願い

同封の返信用はがきにより、9月30日（水）必着にて回答ください。

出／欠のご回答とともに、近況（OBOGだより）・住所変更・就職先などお知らせ下さい。

集う会・懇親会　Guide集う会・懇親会　Guide集う会・懇親会　Guide
日 程 平成27年10月11日（日）

午前10時 受付開始

講演会
講師：●●●●　●●●●
演題：「●●●●●●●●●●●●●●●●」
E1- 502 教室 （午前10時30分～）

会 場 関東学院大学・金沢八景キャンパス［室の木］
横浜市金沢区六浦東１－５０－１

懇親会
金沢八景キャンパス［室の木］
エテルニテ4階食堂（人間環境学部）
（午後12時15分～）

会 費 3,000 円（同伴者・学生／ 1,000 円）

金沢八景キャンパス［室の木］
E1- 502 教室 （午前10時30分～）

集う会
（総　会）

六浦こども園

180円

金沢八
景駅か

ら15
分

日 程 平成 27 年10 月11 日（日）午前 10 時受付開始

会 場 関東学院大学・金沢八景キャンパス [ 室の木 ]
横浜市金沢区六浦東 1-50-1

会 費 3,000 円（同伴者・学生／ 1,000 円）
◆ 10 時 30 分〜： 【集う会】（総会）　E1-502 教室
◆ 11 時 00 分〜：【講演会】 E1-502 教室　
 演題：南・東シナ海状勢と日・中・アジア諸国
　　　　 関係 ー平和経済秩序の構築へー
 講師：奥村 皓一（前・本学教授・国際エコノミスト）
◆ 12 時 15 分〜：【懇親会】エテルニテ 4 階食堂

2015 年度 
経済学部同窓会

★同封の返信用はがきにより、9 月 30 日（水）必着 にて回答ください。
★出／欠のご回答とともに、近況（OBOG だより）・住所変更・就職先などお知らせ下さい。

★ 2014年 12月までの「集う会」の
　返信ハガキで寄せられた声。
　近況報告です。

交  流
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今
年
は
、
昨
年
と
同
様
の
発
行
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
予
定
を
考
え
て
い
た
ら
、

大
学
側
の
都
合
に
よ
り
、
一
ヶ
月
早
め

の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。
原
稿
の
依
頼
、

割
付
、
校
正
等
の
作
業
が
あ
わ
た
だ
し

く
進
み
、
会
員
各
位
の
御
協
力
の
お
か

げ
で
何
と
か
発
行
に
た
ど
り
つ
け
ま
し

た
。
毎
年
、
交
流
は
返
信
ハ
ガ
キ
の
近

況
欄
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
す
が
、
返

信
枚
数
が
年
毎
に
少
な
く
な
っ
て
き
て

お
り
、
紙
面
が
さ
び
し
い
か
ぎ
り
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
二
・
三
行

で
も
近
況
報
告
を
書
い
て
返
信
し
て
下

さ
る
様
に
お
願
い
致
し
ま
す
。
同
窓
会

の
参
加
・
不
参
加
に
関
係
な
く
、
こ
ん

な
こ
と
、
あ
ん
な
こ
と
、
又
、
質
問
等

の
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
局
宛

に
郵
送
し
て
頂
け
れ
ば
、
原
稿
〆
切
前

に
到
着
し
て
い
れ
ば
、
掲
載
が
可
能
で

す
。
例
年
の
ご
と
く
交
流
内
容
の
中
心

は
、
高
年
齢
の
為
、
健
康
注
意
、
ス
ポ
ー

ツ
（
ラ
グ
ビ
ー
、野
球
、駅
伝
）
の
応
援
、

現
在
の
仕
事
等
の
報
告
が
三
本
の
メ
ー

ン
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
御
健

勝
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
真
板  

記
）

平潟金蘭会 第 15 回研究・交流会を開催

　大学院経済学研究科の同窓会である平潟金蘭会は 7 月
25 日（土）、実に 5 年ぶりとなる第 15 回研究・交流会を、
関係各位のご協力を得て開催します。会員の皆様には、
担当者の怠慢を深くお詫び申し上げます。
　今回は 5 人の会員及び院生（文学研究科矢嶋ゼミ）に
よる個別報告を、先生方や院生の参加も募り、金沢八景
キャンパスにて行います。
　研究会では文学研究科博士後期、矢嶋道文ゼミの伊藤
綾氏が「渋沢喜作にみる明治維新―彰義隊隊長からイタ
リア渡欧まで」と題し、日本近代資本主義の父とも評さ
れる渋沢栄一の従弟に当る渋沢喜作の活動を軸に、徳川
幕府の封建制度が崩れ近代化を歩み始めた日本が、蚕業
交易という民間交流に始まった日伊交流から得た恩恵に
ついて考察します。
　また西野芳夫ゼミ修了生の郷原廣行氏（茅ヶ崎市役所）
が「ふるさと納税と地方創生」、高橋公夫ゼミ、池内守厚

ゼミ修了生の石栗伸郎氏（法政大学大原社会問題研究所
嘱託研究員）が「人口減少危機に直面する横須賀市の生
き残り戦略試論」と題し、それぞれ今日の地方行政をテー
マに論じます。
　更に星野彰男ゼミ修了生の伊藤哲氏（母校の他フェリ
ス女学院大学・麗澤大学非常勤講師）が「ケインズとス
ミス―決疑論批判」と題し、その経済学説は対照的と言
える両者の道徳哲学的における共通性を論じる他、久保
新一ゼミ修了生の王渝氏（母校経済学部「各国経済事情［中
国］担当」非常勤講師）による報告も行われます。
　当日はキャンパス内で久しぶりの懇親会も行います。
今後も会員各位の参画を得て、企画を実施して参りたい
と思います。宜しくお願い申し上げます。（6 月 26 日記）

（'01 年度博前修了、橋本春彦）

  

●
関
東
学
院
大
学
経
済
学
部

  

　
　  

部
会
記
念
誌
の
原
稿
募
集

　
`16
年
に
発
行
を
予
定
し
て
い
る
経
済

学
部
会
記
念
誌
へ
の
、Ｏ
Ｇ
・
Ｏ
Ｂ
の
方
々

か
ら
の
投
稿
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
表
題
は
自
由
で
、「
関
東
学
院
と
私
」、

六
浦
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
学
生
生
活
、
恩

師
の
思
い
出
、
青
雲
寮
で
の
思
い
出
、

ク
ラ
ブ
活
動
（
体
連
・
文
連
）
で
の
活
躍
、

ゼ
ミ
連
で
の
活
動
、
他
大
学
と
の
交
流
、

大
学
祭
で
の
思
い
出
、
等
様
々
な
学
生

生
活
を
過
ご
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ら
の
思
い
出
の
１
ペ
ー
ジ
を
、

是
非
、
部
会
誌
に
投
稿
し
て
い
た
だ
く

様
に
希
望
致
し
ま
す
。

　
二
，〇
〇
〇
字
位
、
二
〇
一
六
年
六
月

三
十
日
迄
に
、
燦
葉
会
事
務
局
「
経
済

学
部
部
会
誌
担
当
」
宛
て
に
お
願
い
致

し
ま
す
。
出
来
れ
ば
、
資
料
と
し
て
新

聞
等
の
切
り
抜
き
、
写
真
、
何
で
も
結

構
で
す
、
添
付
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
資
料
等
は
、
後
日
責
任
を
持
っ
て
ご
返

却
い
た
し
ま
す
。）

 

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

　
経
済
学
部
部
会
で
は
、
そ
の
活
動
に

つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
、
お

知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。

　
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
皆
さ
ん
の
周
辺
で
起

こ
っ
た
出
来
事
な
ど
同
窓
の
動
向
を

メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。「
ニ
ュ
ー

ス
」
或
い
は
「
活
動
報
告
」
の
欄
で
取

り
上
げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

E
-m

ail : m
tsutitani@

yahoo.co.jp

　
大
学
を
卒
業
後
、
落
ち
つ
き
ま
し

た
ら
会
報
の
お
届
け
や
、
さ
ま
ざ
ま

な
ご
連
絡
の
た
め
、
転
居
先
、
就
職

先
は
必
ず
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

☆
同
封
の
返
信
葉
書
に
て

☆
事
務
局
へ
の
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

☆
燦
葉
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
名
簿

変
更
届
け
欄
で

事
務
局
の
住
所
は

〒
２
３
６-

８
５
０
１ 

横
浜
市
金
沢
区
六
浦
東
一-

五
〇-

一

電
　
話 

０
４
５
（
７
８
４
）
０
３
１
０
（
代
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
５
（
７
８
４
）
０
３
５
８

Ｈ
Ｐ http://w

w
w

.kgu-sanyohkai.gr.jp

転
居
先
を
お
知
ら
せ
下
さ
い

じ
て
い
ま
す
。
時
々
、
母
校
を
訪

問
す
る
事
も
良
い
刺
激
に
な
っ
て

い
ま
す
。（
Ⅱ
経
26
　
小
川
　
祐
司

　
川
崎
市
川
崎
区
榎
町
）

▼
　
藤
沢
で
開
業
し
て
一
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
藤
沢
の
方
で
リ

フ
ォ
ー
ム
全
般
対
応
で
き
ま
す
の

で
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
連
絡
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。（
Ⅱ
経
28
　
大
塚
　

裕
樹
　
池
内
ゼ
ミ
　
藤
沢
市
羽
鳥
）

▼
　
Ｈ
15
年
５
月
１
日
よ
り
社
会

福
祉
法
人
あ
や
め
会
で
働
い
て
お

り
ま
す
。
Ｈ
14
年
４
月
よ
り
横
浜

を
離
れ
早
13
年
目
に
な
り
ま
す
。
生

涯
現
役
を
目
標
に
看
護
師
と
し
て
、

老
人
ホ
ー
ム
で
医
療
、
看
護
、
介

護
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。「
人

に
な
れ
　
奉
仕
せ
よ
」
夜
間
の
大

学
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
す

大
変
さ
を
知
っ
て
い
ま
す
が
、
学

ぶ
楽
し
さ
を
ま
た
味
わ
い
た
い
で

す
。（
Ⅱ
経
28
　
筒
井
　
永
子
　
静

岡
県
伊
豆
の
国
市
四
日
町
）
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（
経
11
　
曽
根
　
清
　
坂
入
ゼ
ミ
　

横
須
賀
市
馬
堀
町
）

▼
　
ご
苦
労
様
で
す
。
懇
親
会
は

午
後
か
ら
時
間
が
と
れ
ま
し
た
の

で
、
出
席
出
来
そ
う
で
す
。

（
経
11
　
佐
々
木
　
綱
雄
　
加
藤
ゼ

ミ
　
横
浜
市
港
南
区
港
南
）

▼
　
卒
業
後
、
50
年
経
過
し
、
老

い
を
感
じ
る
年
令
と
な
り
ま
し
た

が
、
週
３
日
の
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
で

の
体
力
維
持
と
地
域
シ
ニ
ア
仲
間

と
の
サ
ー
ク
ル
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
気
ま
ま
な
日
々
を
過

ご
し
て
お
り
ま
す
。

（
経
12
　
山
田
　
英
一
　
永
島
ゼ
ミ

　
川
崎
市
麻
生
区
上
麻
生
）

▼
　
て
ま
え
の
大
祖
先
は
、
鎌
倉

山
内
郷
で
流
れ
に
流
れ
て
京
都
→

岡
山
→
伊
予
の
国
に
定
着
し
ま
し

た
。
関
東
学
院
に
学
び
我
人
生
に

お
い
て
、
最
大
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

得
ま
し
た
。
こ
れ
は
人
で
す
。
す

ば
ら
し
い
教
育
者
と
学
友
は
小
生

の
宝
で
す
。
第
一
線
を
引
退
し
て
、

家
庭
園
芸
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

船
釣
、
ゴ
ル
フ
、
夜
の
不
落
も
卒
業
、

10
月
に
、
Ｙ
Ｈ
Ｃ
、
Ｏ
Ｂ
会
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
経
13
　
山
内
　
征
夫
　
荒
木
ゼ
ミ

　
松
山
市
南
高
井
町
）

▼
　
息
子
二
人
と
も
、
ひ
と
り
立

ち
し
て
夫
婦
二
人
の
明
け
暮
れ
、

時
折
、
長
男
が
孫
二
人
を
つ
れ
て

や
っ
て
来
ま
す
。
こ
こ
数
年
は
燦

− 3 −

葉
会
の
広
報
の
担
当
を
し
て
お
り

ま
す
。（
経
13
　
槌
谷
　
孝
　
荒
木

ゼ
ミ
　
三
浦
市
南
下
浦
町
上
宮
田
）

▼
　
柳
下
家
本
家
の
法
要
の
為
、

集
う
会
欠
席
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
経
14
　
柳
下
　
節
子
　
清
水
ゼ
ミ

　
川
崎
市
中
原
区
木
月
）

▼
　
心
な
し
か
物
忘
れ
、
物
捜
し

が
多
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
つ
ま
ら
な
い
事
に
か
ま
け
て

一
日
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
の
は
粗

大
ゴ
ミ
、
外
に
出
て
走
れ
ば
燃
え

る
ゴ
ミ
、
そ
う
思
い
日
々
ジ
ョ
ギ

ン
グ
し
た
り
、
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
男
声
合
唱
団
で
声
を
出
し
た
り

思
う
様
に
時
間
を
過
ご
し
て
お
り

ま
す
。
北
ア
ル
プ
ス
登
山
が
好
き

で
今
年
で
14
回
、
無
事
怪
我
な
く

帰
っ
て
来
ま
し
た
。

（
経
14
　
大
山
　
清
吉
　
市
川
ゼ
ミ

　
宮
城
県
仙
台
市
泉
区
寺
岡
）

▼
　
会
報
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

先
輩
、
同
級
、
後
輩
方
の
名
前
が

あ
る
と
、
若
き
美
青
（
女
）
年
の

顔
が
浮
び
ま
す
。
徳
島
の
西
信
二

先
輩
、
芳
賀
夫
妻
等
々
、
千
原
君
、

な
つ
か
し
い
で
す
ね
。
小
生
達
の

グ
ル
ー
プ
、
四
国
の
堀
内
、
田
之
内
、

山
内
、
山
口
県
の
中
元
、
三
島
、

福
岡
の
福
山
、
長
野
の
小
沢
等
々

時
々
会
っ
て
旧
交
を
あ
た
た
め
て

い
ま
す
。

（
経
14
　
白
石
　
浩
三
　
加
藤
ゼ
ミ

　
広
島
市
佐
伯
区
五
日
市
中
央
）

〈新しい門〉〈新しい道〉

　関東学院大学八景キャンパスの正面入口、左右、一号館
と二号館の側面に英文で文字が書かれている事を一体、何
人が知っているでしょうか。実は私もその内容を知ったの
はつい最近でした。毎年「さんよう」編集会議で使用され
る会議室からはいつも見慣れていたが、その時は何も気に
していなかった。それは「人になれ　奉仕せよ」の校訓と
同じ様に別の校訓とも云えるものである。それは、Ｃ．Ｂ
テンネー博士の「A NEW GATE AND ROADWAY」という
タイトルで表示されている短い文章がガラス壁面、全面に
プリントされている。
　Ｃ．Ｂテンネー博士（1871 〜 1936）は関東学院の設立者
であり、学院長でもあった。1919 年１月 27 日設立者、理
事長として披露の会で、学校の方針を述べる。（1）これは
日本の学校とすること（2）充分なる教育機関とすること（3）
人格の形成に重きを置くこと、という点である。今日の大
関東学院の発展のための道を切り拓いた人である。毎年卒
業式の当日、教育学部の東先生によって独唱される「カレッ
ジソング」はテンネーの作詞、作曲によるものです。建学

の精神や校訓はその学校の教育活動がよって立つもの、そ
の学校の教育目標でもある、長い学院の歴史とともに、今、
私達は、あらためて、「人になれ　奉仕せよ」の校訓の重み
を感じる、本当の学問とは何か、教育を受ける意味は何か
について私達に語りかけている。〈大学の門から「出る」（卒
業）ということは大学の門に「入る」（入学）ことと同じよ
うに重大なことなのである〉〈世の中に広く奉仕する準備を
整えるためなのです〉八景キャンパスに来校する機会があ
れば是非、正面から入り、ゆっくりとながめて見る事をお
勧め致します。　　　　　　　　　（営 '69 卒　真板　久雄）

※　参考文献　「関東学院教育の群像」「教育学部教員コラム Vol.77」

▼
　
当
日
、
予
定
が
あ
り
残
念
で

す
が
、
欠
席
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

会
長
の
谷
田
部
氏
ご
苦
労
様
で
し

た
。（
経
14
　
近
藤
　
邦
嗣
　
山
田

ゼ
ミ
　
海
老
名
市
国
分
北
）

▼
　
毎
日
一
万
歩
目
標
に
セ
ッ
セ
、

セ
ッ
セ
と
歩
い
て
お
り
体
調
も
す

ご
く
良
好
で
す
。
又
２
ヶ
月
に
一

回
程
度
、
温
泉
旅
行
を
夫
婦
で
楽

し
ん
で
お
り
ま
す
。
健
康
第
一
を

モ
ッ
ト
ー
に
人
生
を
楽
し
ん
で
お

り
ま
す
。（
経
14
　
小
林
　
繁
夫
　

永
島
ゼ
ミ
　
横
須
賀
市
ハ
イ
ラ
ン
ド
）

▼
　
卒
業
以
来
半
世
紀
近
く
に
な

り
ま
し
た
。
会
報
「
さ
ん
よ
う
」

の
記
事
を
熱
心
に
読
み
込
む
昨
今

で
す
。
70
路
を
越
す
と
や
け
に
昔

の
キ
ャ
ン
パ
ス
や
友
人
達
が
恋
し

く
な
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
お
陰

様
で
身
心
共
に
元
気
に
過
ご
し
て

い
ま
す
。
３
年
前
に
は
四
国

八
十
八
ヶ
寺
を
自
転
車
で

１
４
０
０
km
走
破
、
来
年
は
北
海

道
一
周
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
べ
く
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
毎
日
で
す
。

（
経
14
　
山
本
　
富
久
夫
　
永
島
ゼ

ミ
　
横
須
賀
市
公
郷
町
）

▼
　
い
つ
も
、
お
世
話
さ
ま
で
す
。

（
経
16
　
青
島
　
靖
昭
　
大
門
ゼ
ミ

　
千
葉
県
佐
倉
市
宮
前
）

▼
　
特
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

（
経
16
　
浅
葉
　
浩
男
　
清
水
忠
ゼ

ミ
　
横
浜
市
港
南
区
大
久
保
）

▼
　
無
職
！
朝
ラ
ジ
オ
体
操
。
昼
、
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林
　
正
彦
　
鎌
倉
市
浄
明
寺
）

▼
　
60
年
以
上
趣
味
で
集
め
た

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
の
ポ
ス
タ
ー

が
、
こ
の
度
友
人
の
紹
介
に
よ
り

東
京
の
国
立
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー

に
展
示
し
て
頂
き
ま
し
た
。
次
回

は
京
都
で
行
な
う
予
定
で
す
。

（
経
８
　
大
山
　
恭
彦
　
横
浜
市
保

土
ヶ
谷
区
峰
沢
町
）

▼
　
関
東
学
院
県
央
支
部
幹
事
で

す
。
厚
木
市
の
上
海
菜
館
に
て
第

34
回
県
央
の
つ
ど
い
を
開
催
致
し

ま
し
た
。
経
済
学
部
会
は
、
地
元

の
自
治
会
役
員
で
当
日
自
治
会
行

事
の
体
育
祭
と
重
な
り
残
念
な
が

ら
欠
席
で
す
。
経
済
学
部
年
会
費

は
納
入
致
し
ま
し
た
。（
経
８
　
佐

倉
　
英
雄
　
大
和
市
南
林
間
）

▼
　
特
に
変
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

（
経
9
　
丸
山
（
旧
松
林
）
茂
子
　

久
保
田
ゼ
ミ
　
逗
子
市
桜
山
）

▼
　
喜
寿
を
迎
え
軽
井
沢
に
在
住

し
早
や
15
年
目
に
な
り
、
春
か
ら

秋
ま
で
は
す
ご
く
こ
こ
ち
良
い
で

す
が
、
冬
は
厳
し
く
大
変
で
す
。

（
経
9
　
北
嶋
　
禧
達
　
長
野
県
北

佐
久
郡
軽
井
沢
町
軽
井
沢
）

▼
　
私
事
用
事
の
為
、
残
念
で
す

が
欠
席
致
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

（
経
９
　
小
寺
　
喜
嗣
　
永
島
ゼ
ミ

　
大
和
市
西
鶴
間
）

▼
　
今
回
は
用
事
が
あ
り
残
念
で

す
が
、
欠
席
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

尚
ラ
グ
ビ
ー
部
来
年
度
こ
そ
一
部

復
帰
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
経
９
　
本
田
　
梧
郎
　
清
水
ゼ
ミ

　
栃
木
県
栃
木
市
西
方
町
本
郷
）

▼
　
一
昨
年
関
東
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
８
Ｆ
に
て
春
期
講
座
正
津
　
勉

先
生
の
詩
を
読
む
・
詩
を
書
く
と
春

期
西
村
幸
祐
先
生
の
「
21
世
紀
の
脱

亜
論
」
と
ニ
ュ
ー
ス
の
読
み
方
を
受

講
致
し
、
本
秋
学
期
は
鎌
倉
学
の
環

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
受
講
申
込
み
を
致

し
ま
し
た
。
並
行
し
て
本
学
図
書
館

も
臨
時
利
用
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
自
宅
よ
り
バ
ス
で
10
分
位
の
所

に
居
住
し
、
病
気
も
せ
ず
元
気
で
す
。

健
康
に
は
注
意
致
し
て
い
ま
す
。
関

東
学
院
の
発
展
を
お
祈
り
致
し
ま

す
。（
経
９
　
山
本
　
長
生
　
横
浜

市
金
沢
区
西
柴
）

▼
　
元
気
で
や
っ
て
お
り
ま
す
。

（
経
10
　
伊
佐
　
忠
彦
　
山
田
ゼ
ミ

　
新
潟
市
中
央
区
春
日
町
）

▼
　
ボ
ケ
防
止
の
為
、
勤
め
を
し

て
お
り
ま
す
。
平
均
寿
命
80
歳
に

だ
い
ぶ
近
づ
い
て
き
ま
し
た
が
、

健
康
に
恵
ま
れ
病
院
で
の
内
服
薬

と
は
無
縁
の
生
活
を
送
っ
て
お
り

ま
す
。
趣
味
の
旅
も
未
踏
の
地
は
、

鳥
取
・
島
根
・
山
口
の
３
県
と
な
り
、

来
年
に
は
全
国
制
覇
の
夢
を
達
成

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
経
10
　
岡
崎
　
彪
志
　
久
保
田
ゼ

ミ
　
茨
城
県
水
戸
市
千
波
町
）

▼
　
元
気
に
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

平和づくりをめざす明日のリーダーのために
　私は、今奉仕団体ロータリークラブ（川崎、横浜地区）に

所属し、地区の平和センター委員会の委員をしています、委

員会構成は5名でそのうち 3名は関東学院の卒業生です。

　このプログラムはロータリーの使命である、平和及び紛争

解決の分野における国際問題研究を推進するためのセンター

で修士号取得プログラム他を学ぶ学生を支援する奨学金制度

です。世界に提携大学が 7校あり、アジア唯一の提携校は国

際基督教大学です、その役割は大学院に入学する奨学生のカ

ウンセラーです。私たちの委員会は現在3名で2年生2名（国

籍はアメリカ、ギリシャ）、1年生 1名（国籍はアメリカ）の

カウンセラーをしています。

　大学には現在 18名の世界からの奨学生が学んでいます、2

年生 (12 期生 )10 名の国籍はアメリカ、ロシア、イギリス、

イタリア、ギリシヤ、1年生（13期生）8名の国籍はブラジル、

アメリカ、スペイン、イギリス、インド、台湾、私たちは彼

らから多方面の異文化経験を学んでいます。

　第 13回ロータリーセンター年次セミナー大学院修士課程、

12期生 10名の卒論発表が 2015 年 6月 13日国際基督教大学

東ヶ崎記念ダイアログハウス　国際会議場で行われた。

テーマ～平和と紛争解決～ 4つの分野で発表された。

　1, 持続可能な平和と紛争解決

　2, 人間の安全保障とアジアにおける持続可能な平和　

　3, ジエンダ―と平和　4, 環境と平和

　われわれ担当の奨学生は若きギリシャ人女性弁護士とアメ

リカ人男性弁護士です。

　女性弁護士はアテネで人権弁護士として活躍した、ロータ

リー平和センターの奨学生に合格し事はこの 2年間で国際的

な勤務環境と、学術的で専門的に進歩していくための知識を

得ることが出来、実地研修をシンガポールで 2か月とタイ 2

か月で行いました。

　3のジェンダーと平和、研究発表は「意図的に盲目でいる

こと」は正当化要件ではない：シンガポールにおける女性は

力を持たない弱い被害者でありそれによる再被害者化です。

　男性弁護士は国際環境法の活用について研究し４の環境と

平和　研究発表「気候変動による強制移住と国家責任」です。

実施研修をミャンマーのヤンゴンで行い、現地弁護士を対象

に人権と国際法を教え、ミャンマーの発展によって住む場所

を失った村民の保護の問題を研究した。無事卒業を迎えすべ

てのカリキユラムを終了しました。

　委員会は奨学生が将来、国際紛争の回避や平和構築に関す

る課題に取り組むために土台を築くことが出来るよう支援

し、このプログラムを通じて世界理解と平和を実現し人々の

間に寛容と協力の精神を広めるよう努めております。私たち

の最大の希望は日本から多くの奨学生を世界に送り込むこと

です募集に際しては目的として平和及び紛争解決の分野にお

ける国際問題研究資格は学士卒、関連分野における 3年間の

職務経験、そして英語が堪能が条件ですが世界から多くの応

募者があり、合格にあまり至らないのが現状です。

　色々な機会に恵まれている事は本学の建学の精神「人にな

れ　奉仕せよ」の校訓の関東学院で学べたと思います、感謝

の日々です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（柳下　節子　経　‘65年度卒）

国際基督教大学キャンパス ▶
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（
経
23
　
小
金
井
　
満
　
柾
ゼ
ミ
　

東
京
都
目
黒
区
中
目
黒
）

▼
　
去
年
定
年
退
職
致
し
ま
し
た
。

前
か
ら
の
経
験
を
活
し
て
「
イ
ト

ウ
企
画
」
を
興
し
ま
し
た
。
業
種

は
建
設
資
材
の
リ
ー
ス
及
び
販
売

業
で
す
。（
経
23
　
伊
藤
　
和
郎
　

三
浦
市
南
下
浦
町
上
宮
田
）

▼
　
平
成
25
年
３
月
で
神
奈
川
県

警
察
を
定
年
退
職
致
し
ま
し
た
。

（
経
24
　
小
林
　
正
博
　
本
間
ゼ
ミ

　
横
浜
市
金
沢
区
富
岡
西
）

▼
　
燦
葉
会
横
浜
戸
塚
支
部
で
会

長
の
孫
さ
ん
を
始
め
と
し
、
幹
事

と
し
て
大
学
を
活
性
さ
せ
よ
う
と

頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
ラ
グ
ビ
ー
、

硬
式
野
球
、
箱
根
駅
伝
、
復
活
を

願
う
、
ス
ポ
ー
ツ
で
ま
ず
は
大
学

を
一
つ
と
す
る
よ
う
な
活
躍
を
現

役
の
学
生
に
望
み
ま
す
。
頑
張
れ

関
東
学
院
大
学
！

（
経
24
　
村
上
　
雅
晴
　
横
倉
ゼ
ミ

　
横
浜
市
戸
塚
区
上
倉
田
町
）

▼
　
会
社
を
や
め
て
無
職
で
す
。

仕
事
に
つ
き
た
い
の
で
す
が
、
な

か
な
か
な
い
で
す
。
な
に
か
い
い

仕
事
で
も
あ
っ
た
ら
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
一
生
働
き
た
い
で
す
。

結
婚
も
し
て
い
な
い
で
す
。
一
度

も
結
婚
を
し
て
い
な
い
で
す
。

（
経
27
　
関
野
　
泰
正
　
渡
辺
ゼ
ミ

　
小
田
原
市
曽
我
大
沢
）

▼
　
今
年
３
月
末
に
34
年
間
勤
務

し
た
山
梨
県
庁
職
員
を
退
職
し
、

ま
し
た
が
、
今
は
港
湾
業
に
た
ず

さ
わ
り
今
だ
現
役
で
す
。
英
国
、

オ
ラ
ン
ダ
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
と

飛
び
回
り
楽
し
い
仕
事
で
し
た
。

現
在
66
歳
、
ま
だ
が
ん
ば
り
ま
す
。

（
経
20
　
酒
井
　
克
和
　
清
水
忠
ゼ

ミ
　
横
浜
市
港
北
区
下
田
町
）

▼
　
二
次
の
仕
事
も
終
わ
り
、
地

区
の
世
話
人
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
今
年
は
金
沢
区
へ

立
ち
寄
る
用
が
あ
り
ま
す
。
何
年

か
ぶ
り
な
の
で
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。

（
経
21
　
米
倉
　
章
　
遠
藤
ゼ
ミ
　

三
重
県
度
会
郡
大
紀
町
大
内
山
）

▼
　
定
年
を
過
ぎ
て
５
年
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
現
役
続
行
中
で
す
。

（
経
21
　
高
斉
　
秀
明
　
坂
入
ゼ
ミ

　
茅
ヶ
崎
市
十
間
坂
）

▼
　
平
成
25
年
12
月
末
に
定
年
退

職
し
、
現
在
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

（
経
21
　
持
田
　
久
次
　
坂
入
ゼ
ミ

　
藤
沢
市
宮
前
）

▼
　
体
力
が
弱
っ
て
き
て
い
る
た

め
、
毎
日
、
一
万
歩
を
目
標
に
歩

い
て
お
り
ま
す
。
一
度
、
大
学
へ

行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。（
経
22
　
先
山
　
幹
雄
　
星
野

ゼ
ミ
　
徳
島
県
名
西
郡
石
井
町
高

原
字
西
高
原
）

▼
　
脳
内
出
血
し
、
左
半
身
マ
ヒ

し
て
18
年
仕
事
も
出
来
ず
毎
日
ぶ

ら
ぶ
ら
し
て
い
ま
す
。

人
生
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

（
経
20
　
矢
野
　
浜
男
　
星
野
ゼ
ミ

　
東
京
都
世
田
谷
区
給
田
）

▼
　
長
年
の
社
宅
生
活
も
定
年
退

職
と
と
も
に
お
さ
ら
ば
、
今
、
新

築
マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
中
で
す
。
お

正
月
は
新
居
で
初
日
の
出
に
合
掌

予
定
、
妻
と
一
緒
に
そ
の
日
が
来

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
経
20
　
山
根
　
秀
憲
　
横
倉
ゼ
ミ

　
東
京
都
葛
飾
区
新
宿
）

▼
　
本
年
度
よ
り
就
業
は
中
断
し
、

年
金
生
活
を
お
く
っ
て
お
り
ま
す
。

燦
葉
会
経
済
学
部
会
で
は
、
就
職

支
援
担
当
幹
事
と
し
て
、
少
し
で

も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。（
経
20
　
岡
本
　
宣
幸
　

一
杉
ゼ
ミ
　
横
浜
市
神
奈
川
区
白
楽
）

▼
　
卒
業
後
、
海
運
業
種
一
筋
で

し
た
。
64
歳
で
、
海
運
業
を
離
れ
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り
ま
す
。
先
日
も
菅
平
高
原
に
同

行
致
し
ま
し
た
。
大
学
ラ
グ
ビ
ー

部
の
試
合
観
戦
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。（
経
31
　
宮
本
　
肇
　

小
林
ゼ
ミ
　
鎌
倉
市
七
里
ガ
浜
東
）

▼
　
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
関
東
学
院
教
会
に
地
域
の

方
々
が
こ
ら
れ
ま
す
よ
う
に
、
お

祈
り
し
て
い
ま
す
。

（
経
32
　
角
井
　
一
夫
　
石
崎
ゼ
ミ

　
横
須
賀
市
佐
野
町
）

▼
　
い
つ
も
送
っ
て
頂
き
ま
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
経
35
　
末
吉
　
通
孝
　
島
崎
ゼ
ミ

　
神
戸
市
東
灘
区
魚
崎
北
町
）

▼
　
同
業
種
の
転
職
で
一
年
半
が

過
ぎ
ま
し
た
。
前
会
社
で
は
役
員

で
し
た
が
今
は
、
会
社
員
と
し
て

と
て
も
充
実
し
た
毎
日
で
す
。
子

供
２
人
も
大
学
生
で
何
か
と
必
要

な
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
自
分
も

納
得
し
て
楽
し
む
仕
事
…
。
余
生

は
そ
ん
な
道
が
良
い
と
考
え
ま
す
。

（
経
38
　
鈴
木
　
孝
敏
　
丹
下
ゼ
ミ

　
新
潟
県
柏
崎
市
松
波
）

▼
　
会
社
の
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
に

出
場
予
定
で
す
。
オ
ー
バ
ー
40
の

部
で
優
勝
を
目
指
し
ま
す
。（
経
39

　
山
本
　
浩
司
　
宮
本
ゼ
ミ
　
京

都
市
山
科
区
椥
辻
番
所
ヶ
口
町
）

▼
　
平
成
20
年
に
脱
サ
ラ
、
平
成

21
年
Ｆ
Ｃ
ニ
コ
ニ
コ
キ
ッ
チ
ン
に

て
高
齢
者
向
配
食
事
業
を
開
始
、

開
業
６
年
目
。

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
山
梨
県
支
部
の
支
部
長
と

し
て
再
就
職
致
し
ま
し
た
。

（
経
28
　
遠
藤
　
晋
　
長
島
ゼ
ミ
　

山
梨
県
中
央
市
布
施
）

▼
　
前
号
に
経
済
学
部
に
掲
載
さ

れ
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
あ
れ
か
ら
40
年
に
な
り
ま
す

が
、
三
浦
半
島
な
つ
か
し
い
な
あ
、

三
信
住
宅
、
思
い
出
し
ま
す
。

（
経
29
　
横
澤
　
一
博
　
赤
堀
ゼ
ミ

　
岩
手
県
紫
波
郡
紫
波
町
二
日
町

字
南
七
久
保
）

▼
　
ラ
グ
ビ
ー
、
箱
根
駅
伝
、
野

球
等
、
さ
ら
な
る
活
躍
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
ガ
ン
バ
ロ
ー
！

（
経
30
　
森
　
敬
人
　
東
京
都
練
馬

区
大
泉
学
園
町
）

▼
　
い
つ
も
掲
載
し
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
サ
イ
ク

リ
ン
グ
同
好
会
の
部
長
が
亡
く
な

り
ま
し
た
。
同
期
の
仲
間
で
６
月

に
お
墓
参
り
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

月
一
回
病
院
に
行
っ
て
い
ま
す
。

（
経
30
　
儀
同
　
俊
次
　
横
須
賀
市

富
士
見
町
）

▼
　
Ｈ
24
・
10
脳
梗
塞
を
お
こ
し

ま
し
た
（
軽
度
）。
現
在
健
康
に
な

る
為
、
大
摂
生
中
、
タ
バ
コ
、
酒

が
禁
止
に
、
楽
し
み
が
な
く
な
り

ま
し
た
。（
経
31
　
杉
山
　
直
　
鎌

倉
市
笛
田
）

▼
　
現
在
ラ
グ
ビ
ー
の
レ
フ
リ
ー

を
六
浦
中
・
高
校
で
行
な
っ
て
お

　「
交
流
」
原
稿
は
会
員
皆
様

か
ら
、「
集
う
会
」
返
信
ハ
ガ

キ
で
寄
せ
ら
れ
た
声
を
収
録
し

て
い
ま
す
。
丁
目
、
番
地
、
電

話
番
号
な
ど
は
載
せ
ま
せ
ん
。

次
の
掲
載
は
来
年
二
〇
一
六
年

第
43
号
と
な
り
ま
す
が
、
あ
な

た
の
声
を
遠
慮
な
く
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
郵
便
ハ
ガ
キ

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
お
願
い

し
ま
す
。
　
係 
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妻
の
買
物
つ
き
合
い
。
夜
、
早
寝
。

明
る
い
毎
日
で
す
。

（
経
16
　
棚
橋
　
勝
美
　
伊
坂
ゼ
ミ

　
横
浜
市
旭
区
中
白
根
）

▼
　
陸
上
競
技
部
を
応
援
し
て
い

る
Ｏ
Ｂ
で
す
。
今
年
の
春
に
、
ス

タ
ッ
フ
が
変
わ
り
箱
根
駅
伝
に
来

年
す
ぐ
と
は
い
か
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
二
、三
年
後
に
は
復
活
し
て

欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
又
箱

根
と
は
い
わ
ず
全
日
本
大
学
駅
伝

に
も
出
ら
れ
れ
ば
尚
最
高
で
す
け

ど
、
箱
根
駅
伝
２
区
の
住
人
よ
り
。

（
経
17
　
宮
地
　
光
興
　
北
見
ゼ
ミ

　
横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区
権
太
坂
）

▼
　
施
設
入
所
中
の
父
親
へ
の
顔

出
し
や
自
分
の
体
調
管
理
の
為
通

院
等
や
講
演
会
の
聴
講
、
関
東
学

院
の
ス
ポ
ー
ツ
（
ラ
グ
ビ
ー
、
野

球
等
）
の
応
援
に
行
っ
て
お
り
ま

す
。（
経
17
　
坂
井
　
正
治
　
松
本

ゼ
ミ
　
横
浜
市
南
区
井
土
ヶ
谷
上
町
）

▼
　
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

私
、
来
年
の
４
月
で
70
歳
に
な
り

ま
す
が
、
80
歳
か
と
勘
違
い
す
る

よ
う
な
様
で
す
。
家
の
中
で
、
の

ほ
ほ
ん
と
暮
し
て
お
り
ま
す
。
関

東
学
院
大
学
の
ラ
グ
ビ
ー
の
季
節

に
な
る
と
、
応
援
に
出
か
け
る
ぐ

ら
い
で
す
。
内
外
に
と
わ
ず
、
も
っ

と
色
々
な
所
へ
出
か
け
一
人
で
も

多
く
の
方
と
接
し
て
語
り
合
い
元

気
を
も
ら
っ
て
、
そ
し
て
日
々
元

気
で
過
ご
し
健
康
で
長
生
き
し
た

（
経
18
　
藤
原
　
成
一
　
富
山
ゼ
ミ

　
東
京
都
板
橋
区
弥
生
町
）

▼
　
60
歳
ま
で
は
川
崎
市
へ
勤
務

（
65
歳
ま
で
は
嘱
託
）
し
て
お
り
ま

し
た
が
65
歳
か
ら
は
居
住
し
て
い

る
市
役
所
の
方
へ
（
月
10
日
前
後
）

嘱
託
と
し
て
働
い
て
お
り
ま
す
。

（
経
18
　
大
村
　
好
一
　
白
山
ゼ
ミ

　
神
奈
川
県
綾
瀬
市
寺
尾
北
）

▼
　
卒
業
以
来
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ

推
進
を
願
っ
て
町
体
育
協
会
の
世

話
を
し
て
お
り
ま
す
。
母
校
の
箱

根
出
場
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

（
経
19
　
小
島
　
昭
則
　
市
川
ゼ
ミ

　
山
口
県
熊
毛
郡
田
布
施
町
大
字

麻
郷
）

▼
　
長
年
港
湾
、
物
流
、
輸
出
入

関
連
の
仕
事
を
昨
年
退
職
、
２
ヶ

月
ぐ
ら
い
の
ん
び
り
し
て
介
護
リ

ハ
ビ
リ
関
係
の
仕
事
を
週
４
日
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
年
寄
が

増
え
る
の
で
、
忙
し
く
な
る
分
野

で
す
。
今
ま
で
と
違
う
分
野
で
、

い
ろ
い
ろ
と
勉
強
に
な
り
、
元
気

な
う
ち
は
働
こ
う
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。（
経
19
　
浦
川
　
邦
憲
　
横

須
賀
市
小
矢
部
）

▼
　
ま
だ
現
役
と
し
て
働
い
て
お

り
ま
す
。（
経
20
　
杉
山
　
金
治
　

東
京
都
港
区
六
本
木
）

▼
　「
さ
ん
よ
う
」
会
報
で
星
野
先

生
の
叙
勲
を
知
り
ま
し
た
。
心
よ

り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
小
生
、

定
年
か
ら
３
年
を
経
過
、
元
気
に

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
経
17
　
宮
坂
　
忠
靖
　
井
上
ゼ
ミ

　
群
馬
県
高
崎
市
鞘
町
）

▼
　
集
う
会
・
懇
親
会
の
御
盛
会

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
又
母

校
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
し
て
お

り
ま
す
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
透
析
患

者
様
送
迎
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
週
４

日
、
元
気
に
ガ
ン
バ
ッ
テ
働
い
て

６
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
箱
根
駅

伝
へ
の
出
場
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
経
17
　
出
原
　
義
男
　
原
ゼ
ミ
　

神
戸
市
西
区
椛
台
）

▼
　
卒
業
か
ら
45
年
、
公
務
員
退

職
８
年
が
経
過
し
、
又
両
親
の
介

護
も
今
年
４
月
で
終
了
し
、
年
金

生
活
を
つ
つ
ま
し
く
送
っ
て
お
り

ま
す
。
会
報
が
届
く
た
び
に
横
浜

で
の
学
生
生
活
を
思
い
う
か
べ
て

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
母
校
の
益
々
の
発
展
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

（
経
18
　
花
岡
　
光
徳
　
富
田
ゼ
ミ

　
広
島
県
尾
道
市
因
島
田
熊
町
）

▼
　
ラ
グ
ビ
ー
部
の
Ｏ
Ｂ
と
し
て

心
配
と
応
援
し
て
い
ま
す
。
新
体

制
で
の
復
活
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
Ｈ
26
年
10
月
10
日
で
結
婚
40

周
年
を
迎
え
、
よ
く
ぞ
頑
張
っ
た

と
自
分
を
ほ
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
身
体
を
気
を
付
け
次
の
目
標

へ
向
っ
て
行
き
ま
す
。
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　　燦葉会経済学部部会幹事会では例年、経済学部の運営

に当る先生方との年 2 回の懇談会を通じて情報・意見交換

を行い、学部との連携に努めている。昨年度は 7 月 9 日（水）

と 2 月 25 日（水）の学部の諸会議終了後、学部長の福田先

生、経済学科長の大住先生、経営学科長の辻先生、共通科

目主任の原田先生、キャリア教育委員長の石井先生、学部

庶務課の佐藤課長においで頂き、金沢八景キャンパス教職

員ホールで開催した。

　7 月の第 1 回懇談会では、当部会より学部に対し、集う

会（総会）への各ゼミ長学生無料招待、当部会がゼミ毎の

記念写真贈呈を行っている卒業記念パーティーにおける参

加者全員での校歌を斉唱することが提案された他、経営学

科のビジネスプラン関連科目開講によるビジネスプランコ

ンペティションのレベルアップへの期待等が語られた。

　2 月の第 2 回では、学部の教育改革や当部会への要望等

が話題の中心となった。経済学館 1 階に今年 4 月開設され

た学生用ラーニングコモンズ（共同学習室）の紹介、2017

年度には経営学科を経営学部に改組独立させ、経営学部で

はビジネスプラン作成体験等を通じ従来より実学的・実践

的教育を行うほか簿記 2 級、販売士、IT パスポート、ファ

イナンシャルプランナー、経営学検定、TOEFL 等の資格取

得・検定合格で単位認定も検討する旨、また東南アジアへ

の日本企業進出等を睨みマレーシア、フィリピン、ベトナ

ム等への海外インターンシップ（2 年次春休みに語学研修 4

週間＆インターンシップ 3 週間）実施計画などが報告され

た。また学生主催の新入生オリエンテーションや学園祭で

のゼミ連主催就職セミナー実施等、学生の母校運営参加に

よる満足度や愛校心向上を図る取組みも紹介された。そし

て先生方から当部会に対し、学生の各種資格取得・検定受

験費用援助や、インターンシップ・就職先として海外及び

国内グローバル化企業の紹介が要望された。

（'01 年度博前修了、橋本春彦）



ず
作
業
所
に
お
り
ま
す
。
統
合
失

調
障
碍
の
た
め
薬
を
飲
み
な
が
ら

作
業
（
リ
ハ
ビ
リ
）
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
40
歳
以
上
に
な
る
と
船

橋
市
の
成
人
病
予
防
検
診
が
有
り

ま
す
。
６
年
後
に
、
そ
の
検
診
で

慢
性
肺
血
栓
塞
栓
症
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
皆
様
40
歳
以
上
に

な
っ
た
ら
成
人
病
予
防
検
診
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。
早
い
う
ち
に
成

人
病
を
軽
い
症
状
の
う
ち
に
治
し

ま
し
ょ
う
。
健
康
は
神
様
か
ら
頂

い
た
の
で
す
。
だ
か
ら
神
様
に
感

謝
し
ま
し
ょ
う
。
現
在
無
職
で
す
。

（
営
29
　
伊
澤
　
伸
治
　
千
葉
県
船

橋
市
松
が
丘
）

▼
　
現
在
就
職
活
動
中
で
す
。

（
営
49
　
安
藤
　
凌
一
　
池
内
ゼ
ミ

　
横
浜
市
港
南
区
上
大
岡
東
）

経

専

グ

ル

ー

プ

▼
　
残
念
で
す
が
、
欠
席
し
ま
す
。

出
来
た
ら
立
寄
り
た
い
と
思
い
ま

す
が
、
懇
親
会
に
は
投
薬
の
都
合

で
出
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
容
赦

下
さ
い
。
会
の
盛
会
を
祈
り
ま
す
。

（
経
専
１
　
市
村
　
智
　
河
村
ゼ
ミ

　
茅
ヶ
崎
市
東
海
岸
北
）

▼
　
経
専
１
回
卒
同
窓
会
は
、
'13

年
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
一
方
在

学
中
に
知
り
合
っ
た
七
名
が
'48
年

の
正
月
か
ら
仲
間
の
家
で
ス
キ
ヤ

キ
鍋
を
囲
み
語
り
合
っ
て
い
た
会

が
あ
る
。
会
名
を
坂
田
院
長
に
お

願
い
し
「
七
福
会
」
の
名
称
と
揮

毫
を
頂
い
た
。
発
足
か
ら
延
々
67

年
間
（
途
中
か
ら
年
２
回
会
合
で

推
定
百
回
）
今
も
気
焔
を
あ
げ
て

い
る
。
現
在
メ
ン
バ
ー
は
「
石
井
・

碓
井
・
菅
野
・
好
士
・
高
橋
・
田
中
・

二
見
・
丹
羽
」
の
面
々
で
あ
る
。

（
経
専
１
　
二
見
　
喜
典
　
柴
田
ゼ

ミ
　
横
浜
市
栄
区
桂
台
南
）

▼
　
お
陰
さ
ま
に
て
、
元
気
に
毎

日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。「
さ
ん

よ
う
」「
け
い
ざ
い
」
な
ど
送
っ
て

頂
き
身
近
な
方
々
が
亡
く
な
る
度

に
寂
し
く
な
り
ま
す
。

（
経
専
１
　
好
士
　
浩
司
　
横
浜
市

戸
塚
区
矢
部
町
）

▼
　
昭
和
21
年
経
専
に
入
っ
た
私

の
同
級
生
は
、
年
令
差
が
８
歳
（
大

正
11
年
か
ら
昭
和
５
年
生
れ
）
も

あ
り
、
終
戦
の
ど
さ
く
さ
で
し
た
。

併
せ
て
先
生
方
の
熱
意
に
恵
ま
れ

た
勉
強
で
し
た
。
英
語
は
発
音
と

単
語
を
一
つ
で
も
多
く
の
必
要
に

迫
ら
れ
ま
し
た
。
87
歳
の
現
在
、
往

年
渡
っ
た
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
心
地

良
く
想
い
出
し
ま
す
。

（
経
専
１
　
高
橋
　
和
　
大
須
賀
ゼ

ミ
　
大
和
市
深
見
）

▼
　
経
専
卒
業
後
、
立
正
大
に
入

り
、
昭
和
24
年
か
ら
教
職
に
、
平

成
元
年
退
職
以
後
自
宅
で
野
菜
づ

く
り
、
か
た
わ
ら
友
志
と
共
に
読

書
会
参
加
、
カ
メ
ラ
、
散
歩
、
水
泳
、

テ
ニ
ス
等
健
康
づ
く
り
、
現
在
で

は
テ
レ
ビ
と
友
達
に
な
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
四
季
か
わ
る

庭
木
の
緑
に
な
ぐ
さ
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。（
経
専
１
　
會
田
　
昭
三

　
富
田
ゼ
ミ
　
横
浜
市
中
区
本
郷
町
）

▼
　
私
、
脊
柱
管
狭
窄
症
と
い
う

こ
と
で
、
５
〜
６
年
前
は
歩
く
の

も
楽
で
し
た
が
、
現
在
は
50
ｍ
も

歩
く
と
痛
く
て
大
変
な
も
の
で
す
。

残
念
で
す
が
、
同
窓
会
に
出
席
出

来
ま
せ
ん
。
盛
会
を
祈
り
ま
す
。

（
専
攻
　
経
19
　
吉
田
　
聖
諭
　
秋

田
県
男
鹿
市
福
川
字
福
川
）

経　

済　

第　

Ⅱ　

部

▼
　
平
成
二
十
六
年
九
月
十
五
日

付
で
退
職
致
し
ま
し
た
。
今
後
は

少
し
の
ん
び
り
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
在
職
44
年
の
会
社
を
去
る
の

も
、
何
か
一
言
で
は
い
え
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。（
Ⅱ
経
３
　
山
内

　
繁
　
横
浜
市
南
区
睦
町
）

▼
　
元
気
に
や
っ
て
お
り
ま
す
。

（
Ⅱ
経
５
　
壹
岐
　
昭
平
　
横
浜
市

栄
区
笠
間
町
）

▼
　
引
き
続
き
元
気
で
年
金
生
活

を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

（
Ⅱ
経
５
　
吉
田
　
能
治
　
町
田
市

小
山
田
桜
台
）

▼
　
第
二
の
定
年
を
迎
え
、
転
居
、

そ
し
て
第
三
の
人
生
を
楽
し
ん
で

お
り
ま
す
。
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（
Ⅱ
経
７
　
小
津
　
康
敬
　
赤
堀
ゼ

ミ
　
千
葉
県
佐
倉
市
山
王
）

▼
　（
同
窓
会
）
の
盛
会
を
、
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。（
Ⅱ
経
13
　
新

栄
　
久
美
子
　
逗
子
市
久
木
）

▼
　
特
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
元

気
に
や
っ
て
お
り
ま
す
。

（
Ⅱ
経
14
　
藤
中
　
智
　
出
水
ゼ
ミ

　
さ
い
た
ま
市
桜
区
町
谷
）

▼
　
葉
山
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
ご

く
近
く
に
住
ん
で
55
年
経
つ
の
で

す
が
、
約
一
ヶ
月
前
に
件
の
瓦
礫

を
見
て
、
さ
す
が
に
ガ
ッ
ク
リ
。
静

か
な
中
庭
、
落
ち
着
い
た
和
の
個

室
、
陽
当
り
の
よ
い
大
食
堂
、
宴

会
も
で
き
そ
う
な
大
講
堂
、
グ
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
男
声
歌
唱
を
鑑
賞
し
た

ホ
ー
ル
。
運
用
開
始
間
も
な
い
'80

年
代
は
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
す
べ

て
が
ピ
カ
ピ
カ
で
学
部
新
入
生
の

ガ
イ
ダ
ン
ス
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
閉

鎖
は
将
来
を
見
据
え
て
の
法
人
の

意
思
決
定
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
学

院
の
ま
す
ま
す
の
飛
躍
を
期
待
致

し
ま
す
。（
Ⅱ
経
15
　
角
田
　
博
敬

　
三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
）

▼
　
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
当
日
は
楽
し
い
会
に
な
り

ま
す
様
に
、
多
忙
に
つ
き
参
加
出

来
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
Ⅱ
経
19
　
高
橋
　
勉
　
清
ゼ
ミ
　

横
須
賀
市
長
沢
）

▼
　
毎
年
秋
に
同
窓
会
誌
「
さ
ん

よ
う
」
が
届
く
と
〈
も
う
一
年
が

経
っ
た
の
だ
な
あ
、〉
と
思
い
ま
す
。

年
月
が
過
ぎ
る
の
は
速
い
も
の
で

す
。
人
の
一
生
は
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
時

間
を
大
切
に
し
人
生
を
一
生
懸
命

に
生
き
て
、
密
度
の
濃
い
人
生
に

し
た
い
で
す
。

（
Ⅱ
経
19
　
伊
東
　
秀
顕
　
鈴
木
ゼ

ミ
　
横
浜
市
中
区
上
野
町
）

▼
　
３
月
末
に
神
奈
川
県
を
退
職

し
４
月
１
日
付
で
茨
城
県
の
教
員

と
し
て
新
採
用
と
な
り
ま
し
た
。
神

奈
川
県
で
の
経
験
を
活
用
し
、
地

方
教
育
の
力
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。（
Ⅱ
経
19
　
黒
田
　
博

康
　
茨
城
県
龍
ヶ
崎
市
）

▼
　
同
窓
会
誌
い
つ
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
景
気
回
復
の
姿
は

見
え
ず
、
会
社
経
営
も
厳
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
ガ
ン
バ
リ

ま
す
。

（
Ⅱ
経
21
　
小
澤
　
光
治
　
滝
沢
ゼ

ミ
　
東
京
都
荒
川
区
西
尾
久
）

▼
　
年
に
数
回
、
経
済
学
部
と
神

奈
川
県
中
小
企
業
家
同
友
会
と
の

連
携
で
実
施
さ
れ
て
い
る
授
業
（
実

践
ビ
ジ
ネ
ス
キ
ャ
リ
ア
）
の
講
師

と
し
て
大
学
に
お
邪
魔
し
て
い
ま

す
が
、
学
生
の
学
ぼ
う
と
す
る
姿

勢
や
学
ぶ
た
め
の
環
境
整
備
を
進

め
て
い
る
事
を
非
常
に
羨
し
く
感
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大
学
等
で
「
お
も
て
な
し
の
心
」

を
若
い
人
達
に
伝
授
し
て
お
り
ま

し
た
。
機
会
あ
れ
ば
、
も
っ
と
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。（
営
５
　
枝
　
三
郎
　
横
浜
市

保
土
ヶ
谷
区
権
太
坂
）

▼
　
'14
年
６
月
よ
り
関
学
サ
ー
ビ

ス
に
て
大
学
室
の
木
キ
ャ
ン
パ
ス

で
警
備
員
の
仕
事
を
し
て
お
り
ま

す
。
'15
年
か
ら
大
学
も
10
学
部
と

な
り
、
特
に
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

我
々
同
窓
生
も
何
ら
か
の
支
援
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
警
備
業
務
は
24
時
間
体

制
の
為
、
夜
勤
も
あ
り
、
身
体
が

慣
れ
る
ま
で
は
大
変
で
し
た
が
、

母
校
で
勤
務
が
出
来
る
こ
と
が
な

に
よ
り
も
良
か
っ
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

（
営
５
　
真
板
　
久
雄
　
滝
沢
ゼ
ミ

　
横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区
上
菅
田
町
）

▼
　
定
年
後
、
顧
問
と
し
て
、
勤

務
続
行
中
で
す
。
健
康
状
態
が
良

好
な
の
で
、
も
う
少
し
頑
張
り
ま

す
。（
営
５
　
加
藤
　
辰
夫
　
静
岡

県
沼
津
市
岡
宮
）

▼
　
'11
年
65
歳
で
イ
オ
ン
リ
テ
ー

ル
（
株
）
を
卒
業
し
ま
し
た
。
現

在
は
無
職
で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

と
自
転
車
サ
イ
ク
ル
で
体
を
動
か

し
て
い
ま
す
。
ボ
ケ
防
止
で
日
経

新
聞
の
書
き
写
し
を
し
て
い
ま
す
。

'14
年
は
茶
道
部
で
１
月
、
４
月
に

▼
　
定
年
後
も
引
続
き
会
社
に
勤

務
を
し
て
、
土
日
は
グ
リ
ー
ク
ラ

ブ
Ｏ
Ｂ
会
の
合
唱
団
で
コ
ー
ラ
ス

を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

（
営
１
　
田
中
　
秀
幸
　
山
田
ゼ
ミ

　
横
浜
市
旭
区
鶴
ヶ
峰
）

▼
　
一
般
社
団
法
人
エ
チ
ケ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
向
上
協
会
（
略
称
Ｅ
Ｓ

Ａ
）
に
協
力
し
て
お
り
ま
す
。
充

実
し
た
生
活
を
心
が
け
て
お
り
ま

す
。（
営
２
　
後
藤
　
允
宏
　
山
田

ゼ
ミ
　
埼
玉
県
坂
戸
市
戸
宮
）

▼
　
無
職
で
は
あ
り
ま
す
が
、
年

金
生
活
で
ま
あ
、
何
ん
と
か
や
っ

て
お
り
ま
す
。（
営
２
　
松
村
　
英

則
　
白
山
ゼ
ミ
　
東
京
都
世
田
谷

区
東
玉
川
）

▼
　
日
曜
日
と
い
う
設
定
で
は
、

い
つ
も
出
席
で
き
ま
せ
ん
。
何
故

な
ら
ば
日
曜
日
は
教
会
の
礼
拝
に

出
席
し
、
礼
拝
後
は
、
会
計
の
役

員
と
し
て
の
仕
事
が
い
つ
も
あ
る

か
ら
で
す
残
念
で
す
。
ご
盛
会
を

祈
っ
て
お
り
ま
す
。

（
営
２
　
昆
野
　
喜
根
子
　
山
田
ゼ

ミ
　
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
川
平
）

▼
　〈
校
訓
〉
を
人
生
の
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
に
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
に
就

職
し
、
も
て
な
し
の
原
点
を
た
た

き
こ
ま
れ
40
数
年
が
経
ち
、
今
も

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
最
前
線
に
い

ま
す
。
数
年
前
ま
で
、
専
門
学
校
、
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集
り
が
有
り
、
横
浜
で
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
と
昔
話
を
し
ま
し
た
。
７
月
は

さ
ん
よ
う
会
で
、
文
学
部
長
大
澤

先
生
よ
り
法
学
部
移
転
裏
話
し
が

あ
り
、
後
地
に
新
学
部
か
？
関
東

に
神
学
部
復
活
か
？
の
話
し
を
聞

き
ま
し
た
。
大
学
祭
は
、
今
年
も

参
加
予
定
で
す
。

（
営
５
　
黒
田
　
讓
　
山
崎
ゼ
ミ
　

群
馬
県
前
橋
市
大
友
町
）

▼
　
定
年
と
な
り
は
や
６
年
、
後

何
年
働
か
せ
て
も
ら
え
る
か
分
り

ま
せ
ん
が
、
な
る
べ
く
永
く
働
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
営
６
　
加
藤
　
一
義
　
市
川
ゼ
ミ

　
茅
ヶ
崎
市
小
和
田
）

▼
　
今
年
68
歳
、
現
在
も
国
内
・
外

を
仕
事
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
楽
し

ん
で
お
り
ま
す
。（
営
６
　
望
月
　

哲
也
　
大
阪
府
豊
中
市
新
千
里
南
町
）

▼
　
西
宮
市
都
市
整
備
公
社
に
勤

務
し
て
い
ま
す
。
二
人
の
子
供
も

今
年
結
婚
独
立
し
、
現
在
妻
と
二

人
暮
し
で
す
。（
営
６
　
宮
代
　
守

忠
　
富
山
ゼ
ミ
　
兵
庫
県
明
石
市

大
久
保
町
ゆ
り
の
き
通
）

▼
　
孫
８
人
（
一
番
上
は
中
学
１

年
生
）
元
気
に
我
が
家
を
荒
ら
し

ま
す
。
妻
と
プ
ー
ル
へ
行
っ
て
体

力
維
持
を
計
っ
て
お
り
ま
す
。
大

学
は
科
学
（
自
然
・
人
文
・
社
会
）

者
を
養
成
す
る
所
、
世
界
大
学
ラ

ン
キ
ン
グ
ト
ッ
プ
10
入
り
を
め
ざ

し
ま
し
ょ
う
！

（
営
９
　
小
坂
（
旧
手
島
）
勲
　
本

間
ゼ
ミ
　
横
須
賀
市
二
葉
）

▼
　
Ｓ
'49
・
３
月
本
校
を
卒
業
し
、

信
金
に
在
職
し
、定
年
退
職
（
60
歳
）

し
４
年
た
ち
ま
す
。
現
在
、
地
元

の
市
の
職
員
と
し
て
地
元
に
貢
献

し
よ
う
と
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
埼

玉
支
部
に
毎
年
参
加
さ
せ
て
頂
い

て
十
数
年
た
ち
ま
す
。

（
営
９
　
天
沼
　
健
治
　
大
須
賀
ゼ

ミ
　
埼
玉
県
鴻
巣
市
原
馬
室
）

▼
　
社
会
福
祉
法
人
を
退
職
し
て

か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
外
国
人
の
相
談
支

援
や
中
国
帰
国
者
の
支
援
を
手

伝
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今

年
度
か
ら
和
光
大
学
に
非
常
勤
で

行
っ
て
い
ま
す
。「
福
祉
介
護
論
」

を
も
っ
て
い
ま
す
。
若
い
学
生
と

か
か
わ
る
こ
と
で
私
も
少
し
若
が

え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。（
営
９
　

石
田
（
旧
黒
崎
）
由
美
子
　
滝
沢

ゼ
ミ
　
東
京
都
大
田
区
矢
口
）

▼
　
'13
年
３
月
末
、
日
本
生
命
を

定
年
退
職
、
趣
味
の
ロ
ー
ド
バ
イ

ク
で
日
本
全
国
名
所
廻
り
で
楽
し

ん
で
お
り
ま
す
。

（
営
10
　
福
住
　
恵
三
　
石
崎
ゼ
ミ

　
横
浜
市
磯
子
区
杉
田
）

▼
　
実
兄
の
経
営
す
る
ス
ー
パ
ー

で
働
い
て
お
り
ま
す
。（
営
13
・
専

攻
科
24
　
鉾
立
　
光
信
　
根
本
ゼ

ミ
　
横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区
権
太
坂
）

▼
　
大
学
を
卒
業
し
て
20
年
た
ち

ま
す
が
卒
業
し
た
後
は
、
就
職
せ

（
経
39
　
落
合
　
克
美
　
星
野
ゼ
ミ

　
東
京
都
品
川
区
平
塚
）

▼
　
世
界
が
平
和
に
な
り
ま
す
よ

う
に
。（
経
41
　
飯
島
　
誠
　
岩
澤

ゼ
ミ
　
横
浜
市
戸
塚
区
汲
沢
町
）

▼
　
燦
葉
会
経
済
学
部
会
の
幹
事

と
経
済
部
会
選
出
の
代
議
員
を
仰

せ
つ
か
り
約
一
年
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
部
会
も
本
部
の
運
営
方
法

も
何
か
旧
態
依
然
と
し
て
い
て
、

本
当
に
中
堅
、
若
手
の
意
見
を
真

剣
に
取
り
入
れ
て
い
こ
う
と
し
て

い
る
か
大
変
に
疑
問
で
す
。
大
改

革
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

（
経
43
　
山
中
　
公
悟
　
佐
伯
ゼ
ミ

　
東
京
都
荒
川
区
南
千
住
）

▼
　
採
用
12
年
目
、
現
任
校
４
年

目
で
す
。（
経
46
　
上
田
（
旧
星
野
）

美
果
　
群
馬
県
太
田
市
台
之
郷
町
）

▼
　
現
在
は
内
閣
府
経
済
社
会
総

合
研
究
所
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

（
経
54
　
杉
本
　
良
平
　
畑
中
ゼ
ミ

　
東
京
都
品
川
区
南
品
川
）

▼
　
現
在
Ｃ
Ｓ
Ｕ
Ｌ
Ｂ
留
学
中
で
、

残
念
で
す
が
、
同
窓
会
に
出
席
で

き
ま
せ
ん
。（
経
59
　
木
本
　
翔
太

郎
　
茅
ヶ
崎
市
東
海
岸
南
）

▼
　
現
在
無
職
で
す
。（
経
63
　
高

橋
　
英
之
　
田
中
ゼ
ミ
　
新
潟
県

新
発
田
市
本
町
）

▼
　
東
京
で
Ｉ
Ｔ
関
係
の
仕
事
を

し
て
お
り
ま
す
。

（
池
田
　
勇
貴
　
黒
川
ゼ
ミ
　
横
浜

市
青
葉
区
若
草
台
）


